
古
墳
時
代
中
期
後
葉

・
後
期
の
親
族
構
造
再
論

主
目

、
冒
ノ
ー

家

章

古墳時代中期後葉・後期の親族構造再論（清家）

門
要
約
】
　
古
墳
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
か
け
て
親
族
構
造
が
父
系
化
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
解
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
論
で
は
中
丹

波
地
域
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
父
系
化
の
過
程
を
具
体
的
に
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
期
後
葉
に
は
確
か
に
父
系
化
は
進
む
が
、
そ
れ
は
貫
徹
し
な
い

と
の
理
解
を
改
め
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
、
同
志
複
数
埋
葬
、
と
く
に
成
人
と
未
成
人
の
合
葬
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
同
課
題
の
検
討

を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
中
期
後
葉
以
降
に
は
成
人
男
性
と
未
成
人
の
蓋
棺
複
数
埋
葬
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
は
父
系
化
傾
向
を
示
す
も

の
の
、
成
人
女
性
と
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
父
系
化
は
貫
徹
し
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
九
巻
㎜
号
　
二
〇
一
六
年
一
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

考
古
学
か
ら
見
た
家
族
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。
原
始
・
古
代
の
「
家
族
」
研
究
に
つ
い
て
、

考
古
学
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
そ
の
た
め
親
族
構
造
や
家
族
の
成
立
に
つ
い
て
は
戸
籍
・
計
帳
・
法
令
か
ら
文

献
史
家
が
そ
の
分
野
を
リ
ー
ド
し
、
民
族
資
料
か
ら
も
そ
の
分
野
で
の
貢
献
が
あ
っ
た
。
考
古
学
が
親
族
集
団
や
家
族
の
研
究
を
怠
っ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
・
考
古
資
料
の
分
析
を
通
じ
て
も
親
族
集
団
豪
族
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
多
く
の
研
究
者
が
し
の
ぎ
を
削
・
て
き
た
・
　
剛

　
し
か
し
、
考
古
学
の
分
析
法
で
は
、
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
た
。
過
去
の
多
く
の
研
究
で
は
推
測
が
入
り
込
み
、
推
論
に
と
　
8
1
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82　（82）

ど
ま
る
研
究
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
男
女
ペ
ア
が
埋
葬
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
関
係
が
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
さ

れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
趨
勢
の
中
、
田
中
良
之
は
人
類
学
的
分
析
と
考
古
学
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
、
被
葬
者
間
の

血
縁
関
係
を
推
測
し
、
親
族
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
（
田
中
一
九
九
五
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
田
中
は
考
古
学
の
発
掘
情
報
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
歯
冠
計
測
値
と
非
計
測
的
形
質
な
ど
の
遺
伝
的
情
報
が
反
映
さ
れ
る
特
徴
か
ら
人
骨
間

の
親
族
関
係
と
そ
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
を
中
心
と
し
た
血
縁
者
を
埋
葬
す
る
基
本
モ
デ
ル
ー
、
成
人

男
性
と
そ
の
子
供
の
世
代
が
葬
ら
れ
る
基
本
モ
デ
ル
■
、
モ
デ
ル
∬
に
家
長
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
基
本
モ

デ
ル
皿
で
あ
る
（
図
一
）
。
基
本
モ
デ
ル
ー
で
は
被
葬
者
の
選
択
に
男
女
の
違
い
が
な
く
双
系
的
で
あ
る
が
、
初
葬
者
が
男
性
に
限
定
さ
れ
る



古墳時代中期後葉・後期の親族構造再論（清家）

基
本
モ
デ
ル
E
と
皿
は
父
系
的
で
あ
り
、
双
系
的
な
基
本
モ
デ
ル
ー
か
ら
父
系
的
な
基
本
モ
デ
ル
ー
へ
変
化
す
る
五
世
紀
後
半
が
大
き
な
画
期

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
田
中
の
分
析
は
、
科
学
的
基
準
を
も
っ
て
親
族
構
造
を
追
求
し
た
点
に
お
い
て
画
期
的
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
に
お

け
る
親
族
硬
究
の
金
字
塔
の
一
つ
と
評
価
で
き
る
（
田
中
一
九
九
五
）
。

　
筆
者
も
田
中
の
方
法
を
用
い
つ
つ
、
副
葬
品
や
埋
葬
施
設
分
析
も
加
え
親
族
構
造
の
変
化
を
問
う
た
。
そ
の
結
果
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
原
理
の
埋

葬
は
古
墳
時
代
を
通
し
て
主
流
の
埋
葬
原
理
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
父
系
化
は
首
長
層
か
ら
進
行
す
る
一
方
で
、
古
墳
時
代
後
期
に
至
っ
て
も

父
系
化
は
貫
徹
し
て
い
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
（
清
家
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）
。

　
田
中
と
筆
者
の
隔
た
り
は
小
さ
く
は
な
い
。
と
く
に
後
期
に
お
け
る
父
系
化
の
浸
透
度
は
、
群
集
墳
と
中
央
政
権
の
支
配
体
制
の
理
解
に
関

　
②
わ
り
、
律
令
期
の
研
究
と
も
繋
が
っ
て
く
る
。
田
中
が
示
し
た
家
族
結
合
の
延
長
上
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
父
系
血
縁
集
団
と
し
て
八
世
紀
の

家
族
を
置
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
坂
上
康
俊
が
述
べ
る
が
（
坂
上
二
〇
〇
四
）
、
古
墳
時
代
父
系
説
論
者
に
つ
い
て
は
す
べ
か
ら
く
、
古
代
双

系
制
説
が
有
力
な
文
献
史
の
通
説
と
連
続
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
論
で
は
古
墳
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
お
け
る
埋
葬
原
理
を
改
め
て
検
討
し
、
上
記
の
課
題
に
答
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
論
点
は

大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
五
世
紀
後
半
に
父
系
的
モ
デ
ル
に
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
筆
者
も
古
墳
時
代
後
期
に
は
父
系
化
は

進
む
と
は
考
え
て
い
る
が
貫
徹
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
違
い
を
持
つ
（
清
家
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
田
中
は
、
古
い

家
族
形
態
が
残
存
す
る
と
述
べ
、
双
系
的
な
埋
葬
が
中
期
後
葉
以
降
も
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
低
い
評
価
を
行
う
（
田
中
二
〇
〇
八
・
二
〇
｛

二
）
。
も
う
｝
つ
の
論
点
は
基
本
モ
デ
ル
巫
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
基
本
モ
デ
ル
皿
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
関
口
裕

子
の
厳
し
い
批
判
が
あ
る
（
関
日
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
四
）
。
ま
た
、
筆
者
の
分
析
に
お
い
て
も
確
実
に
夫
婦
が
墓
を
隅
じ
く
す
る
例

は
見
い
だ
し
得
て
い
な
い
（
清
家
二
〇
〇
…
∵
二
〇
…
○
）
。
文
献
史
料
に
よ
れ
ば
一
部
の
大
王
陵
や
船
王
後
墓
誌
に
見
ら
れ
る
通
り
古
墳
時
代

後
期
か
ら
終
末
期
に
は
央
婦
合
葬
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
王
陵
で
も
夫
婦
合
葬
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
限
定
的
で
あ
り
、
船
王
後
は

渡
来
系
被
葬
者
で
あ
る
な
ど
か
な
り
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
関
口
二
〇
〇
四
、
清
家
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）
。

83 （83）



　
以
上
の
二
つ
の
論
点
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
い
わ
ゆ
る
雄
略
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
中
期
に
含
め
、
継
体
期
以
降
を
後
期
と
す
る
立
場
に
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
後
半
、
須
恵
器
型
式
で
T
K
二
三
型
式
期
・
T
K
四
七

型
式
期
は
中
期
後
葉
と
し
、
六
世
紀
前
葉
の
M
T
一
五
型
式
期
以
降
を
後
期
と
す
る
。

84　（84）

①
歯
は
鹸
冠
と
歳
根
か
ら
な
り
、
歯
冠
は
エ
ナ
メ
ル
質
に
覆
わ
れ
た
部
分
で
お
お

　
よ
そ
口
中
で
見
え
る
部
分
を
指
す
。
歯
冠
計
測
値
と
は
、
こ
の
場
合
、
歯
冠
の
蟷

　
と
厚
さ
の
計
測
値
を
指
す
。
歯
は
遺
伝
的
要
素
が
強
い
と
さ
れ
、
歯
冠
計
測
値
の

　
類
似
度
が
高
け
れ
ば
血
縁
者
と
見
な
す
と
い
う
の
が
田
申
ら
の
手
法
で
あ
る
。
非

　
計
測
的
形
質
と
は
、
字
義
の
通
り
計
測
で
き
な
い
形
質
の
こ
と
で
、
と
く
に
骨
や

　
歯
に
見
ら
れ
る
小
さ
な
異
常
（
変
異
）
に
着
目
す
る
。
こ
れ
ら
の
小
変
異
も
選
伝

　
的
要
素
が
強
い
と
さ
れ
、
被
葬
者
が
血
縁
者
ど
う
し
で
あ
る
か
の
判
別
に
役
立
つ

　
こ
と
が
あ
る
。

②
群
集
墳
に
つ
い
て
は
、
近
藤
義
郎
が
古
墳
時
代
後
期
に
台
頭
す
る
家
父
長
的
家

　
族
の
墓
で
あ
る
と
推
測
し
（
近
藤
一
九
五
二
）
、
ま
た
西
島
定
生
が
大
和
政
権
の

　
承
認
の
も
と
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
以
来
（
西
島
　
九
六

　
一
）
、
群
集
墳
研
究
は
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
ら
二
つ
の
説
を
意
識
し
て
進
め
ら

　
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
群
集
墳
研
究
な
ら
び
に
政
権
に
よ
る
支
配
体
制
の
研

　
究
は
父
系
化
と
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。

③
古
墳
時
代
後
期
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
群
集
墳
の
出
現
を
大
き
く
評
価
す
る

　
研
究
者
と
大
型
前
方
後
円
墳
の
動
向
を
重
視
す
る
研
究
者
で
見
解
が
異
な
る
。
群

　
集
墳
の
う
ち
、
木
棺
を
埋
葬
施
設
と
す
る
初
期
群
集
墳
あ
る
い
は
古
式
群
集
墳
の

　
出
現
を
時
代
の
画
期
と
理
解
す
る
研
究
者
は
五
世
紀
後
葉
か
ら
古
墳
時
代
後
期
と

　
見
る
。
前
方
後
円
墳
の
動
向
を
重
視
す
る
研
究
者
は
、
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
が

　
衰
退
し
、
真
の
継
体
陵
と
さ
れ
る
今
城
塚
古
墳
が
淀
川
流
域
に
築
造
さ
れ
る
隣
期

　
を
も
っ
て
後
期
と
す
る
。
古
墳
時
代
の
開
始
と
終
焉
が
前
方
後
円
墳
の
出
現
と
消

　
滅
に
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
時
代
の
画
期
も
大
型
前
方
後
円
墳
の
動
向
に
求
め
る

　
べ
き
と
い
う
考
え
方
か
ら
筆
者
は
後
者
の
側
に
立
つ
。

二
　
丹
波
地
域
に
お
け
る
父
系
化
の
浸
透
度

（一

j
地
域
分
析
の
理
由

　
ま
ず
、
中
丹
波
地
域
を
モ
デ
ル
に
父
系
化
の
浸
透
度
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

れ
に
注
ぎ
込
む
多
く
の
支
流
に
よ
っ
て
、
細
か
に
領
域
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る

そ
れ
を
追
跡
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
。

中
丹
波
を
取
り
上
げ
る
理
由
の
一
つ
は
、
由
良
川
と
そ

（
難
視
）
。
そ
れ
だ
け
に
首
長
墓
系
譜
が
あ
る
と
す
れ
ば



　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
小
規
模
古
墳
の
調
査
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
古
墳
時
代
後
期
の
小
規
模
墳
に
竪
穴
系
の
埋
葬
（
木
棺
直
々
・

箱
形
石
棺
直
葬
）
が
多
い
。
す
な
わ
ち
横
穴
系
（
横
穴
式
石
室
・
横
穴
墓
）
以
外
の
埋
葬
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
横
穴
系
の
埋
葬
施
設
で
は

面
桶
が
行
わ
れ
、
被
葬
者
の
埋
葬
順
位
や
時
期
を
判
別
す
る
の
が
難
し
い
。
さ
ら
に
は
玄
室
内
の
片
付
け
が
行
わ
れ
る
の
で
、
副
葬
品
の
帰
属

が
明
確
で
な
い
と
い
う
難
点
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
竪
穴
系
の
埋
葬
施
設
に
は
一
人
の
被
葬
者
が
埋
葬
さ
れ
る
例
が
多
く
、
副
葬
品
の

帰
属
が
明
確
で
あ
る
。
時
と
し
て
、
埋
葬
施
設
問
の
時
間
差
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
二
）
首
長
墳
の
動
向

古墳時代中期後葉・後｝弱の親族構造再論（清家）

　
ま
ず
、
首
長
層
に
お
け
る
父
系
化
の
動
向
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
図
二
は
中
丹
波
を
小
地
域
に
分
け
て
、
時
期
別
に
古
墳
の

位
置
付
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
古
墳
に
お
い
て
は
と
く
に
初
葬
者
に
注
目
し
た
。
古
墳
に
は
複
数
の
埋
葬
施
設
が
設
け
ら
れ
る
か
、
あ
る

い
は
一
基
の
埋
葬
施
設
に
複
数
の
人
間
が
葬
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
は
一
つ
の
古
墳
に
複
数
の
被
葬
者
が
存
在
す
る
。
こ
の
複
数
の
被

葬
者
の
う
ち
脚
継
者
は
、
古
墳
の
築
造
契
機
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
も
っ
と
も
精
巧
で
規
模
の
大
き
な
埋
葬
施
設
に
葬
ら
れ
、
副
葬
品
も
多

い
。
こ
の
人
物
は
、
首
長
墳
で
あ
れ
ば
真
に
首
長
と
呼
ぶ
べ
き
人
物
で
あ
り
、
小
規
模
墳
で
は
そ
の
墳
墓
を
築
造
し
た
「
家
族
集
団
」
の
長
で

あ
る
。
こ
の
地
位
に
就
い
た
人
物
、
す
な
わ
ち
首
長
あ
る
い
は
「
家
長
」
の
地
位
を
継
承
す
る
人
物
の
性
別
を
問
う
。

　
被
葬
者
の
性
別
は
、
人
骨
が
遺
存
し
て
い
れ
ば
判
明
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
多
く
の
埋
葬
施
設
で
は
骨
は
分
解
さ
れ
て
い
て
、
骨
の
検

討
か
ら
被
葬
者
の
性
別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
森
浩
一
（
一
九
六
五
）
や
川
西
宏
幸
ら
（
～
九
九
一
）
の
研
究
を

受
け
て
副
葬
品
か
ら
被
葬
者
の
性
別
を
判
別
す
る
こ
と
に
し
た
（
清
家
一
九
九
六
二
九
九
八
・
二
〇
一
〇
）
。
そ
の
研
究
で
は
女
性
特
有
の
副
葬

品
は
少
な
い
も
の
の
、
鍍
と
甲
冑
は
全
時
期
を
通
じ
て
男
性
に
の
み
副
葬
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
古
墳
時
代
前
期
で
は
、

鍬
形
石
と
棺
内
に
お
け
る
刀
剣
副
葬
も
男
性
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
図
人
中
に
お
い
て
、
黒
塗
り
の
古
墳
は
初
葬
者
に
鎌
あ
る
い
は
甲
冑
が
副
葬
さ
れ
る
例
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
初
葬
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
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示
し
て
い
る
。
ア
ミ
の
古
墳
は
、
先
に
示
し
た
男
性
的
副
葬
品
が
初
葬
者
に
な
い
こ
と
を
示
し
、
白
抜
き
の
古
墳
は
初
葬
の
内
容
が
不
明
な
古

墳
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鍛
・
甲
冑
・
鍬
形
石
は
、
そ
の
副
葬
が
あ
れ
ば
被
葬
者
は
男
性
と
し
て
よ
い
が
、
副
葬
が
な
け
れ
ば
女
性
被
葬
者
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
存
在
は
あ
く
ま
で
も
、
男
性
被
葬
者
に
対
し
て
十
分
条
件
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
中
丹
波
で
は
前
方
後
円
墳
に
代
表
さ
れ
る
顕
著
な
首
長
墳
が
前
期
に
は
築
造
さ
れ
な
い
。
前
期
末
葉
に
前
方
後
円
墳
の
福
知
山
市
広
野
一
五
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号
墳
が
よ
う
や
く
築
か
れ
る
。
広
峰
一
五
号
墳
は
全
長
四
〇
m
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
懸
場
で
、
棺
業
主
室
に
鏡
が
副
葬

さ
れ
る
。
武
器
は
槍
と
鉄
剣
が
副
葬
さ
れ
る
も
の
の
、
前
者
は
棺
外
で
後
者
も
棺
の
副
室
に
あ
り
、
棺
内
評
室
に
は
武
器
は
な
く
鐵
・
甲
冑
・

鍬
形
石
の
副
葬
品
を
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
男
性
的
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
中
期
以
降
に
な
る
と
、
点
在
的
で
は
あ
る
が
中
丹
地
域
を
統
合
す
る
よ
う
な
盟
主
的
古
墳
が
出
現
す
る
。
中
期
中
葉
に
は
八
田
川
流
域
で
綾

部
市
聖
塚
古
墳
が
、
私
市
で
綾
部
市
私
市
円
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
。
聖
塚
古
墳
は
突
出
部
の
付
い
た
方
墳
で
全
長
五
四
m
を
測
り
、
鏡
片
な

ど
と
と
も
に
甲
冑
片
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。
私
市
円
山
古
墳
は
直
径
七
一
m
の
円
墳
で
墳
頂
部
に
木
棺
が
三
つ
配
置
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
甲

冑
あ
る
い
は
鉄
鎌
を
有
す
る
。
両
者
と
も
に
主
要
埋
葬
施
設
被
葬
者
が
男
性
で
あ
る
事
は
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
畿
内
全
体
の
傾
向
と

一
致
す
る
（
清
家
二
〇
一
〇
）
。
異
な
る
の
は
、
盟
主
的
古
墳
あ
る
い
は
首
長
墳
が
中
期
以
降
も
同
一
地
域
で
連
続
的
に
築
造
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
豊
里
、
八
田
や
物
部
領
域
に
お
い
て
首
長
墳
が
連
続
的
に
築
造
さ
れ
る
の
は
中
期
後
葉
以
降
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
後
期
の
酋
長
墳
は
内
容
が
不
明
な
古
墳
が
多
い
が
、
中
期
後
葉
の
沢
三
号
墳
は
全
長
四
六
m
の
前
方
後
円
墳
で
、
盗
掘
を
受
け

て
い
る
が
乳
型
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。
後
期
前
葉
の
稲
葉
　
○
黒
影
は
三
八
m
の
前
方
後
円
墳
で
、
鎌
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
古

墳
の
訟
訴
者
は
男
性
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
と
す
れ
ば
中
期
以
降
で
内
容
が
判
明
す
る
首
長
墳
は
、
す
べ
て
初
葬
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
期
以
降
は
、
首
長
は
男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
も
畿
内
全
体
の
傾
向
と
一
致
す
る

（
清
家
二
〇
一
〇
）
。

　
す
な
わ
ち
、
前
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
中
期
以
降
の
首
長
位
は
男
性
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
原
則
と
言
え
る
。
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（
三
）
小
規
模
墳
の
動
向

　
次
に
、
小
規
模
墳
に
お
け
る
初
葬
者
の
性
別
を
考
え
て
み
よ
う
。
小
規
模
墳
に
鍬
形
石
と
甲
冑
が
副
葬
さ
れ
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

小
規
模
墳
に
副
葬
さ
れ
る
男
性
的
副
葬
品
は
ほ
ぼ
鍛
に
限
定
さ
れ
る
。
前
期
古
墳
で
は
、
初
段
墓
に
鍛
副
葬
が
少
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る



古墳時代中期後葉・後期の親族構造再論（清家）
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図3　中丹波における初葬の鐵副葬率（遺跡別）

（
図
二
）
。
し
か
し
、
中
期
、
と
く
に

中
期
後
半
以
降
は
初
葬
墓
に
鎌
の
副
葬

が
目
立
つ
。
こ
れ
は
前
期
に
鍛
の
入
手

が
困
難
あ
る
い
は
副
葬
の
風
習
が
な
か

っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
、
中
期
以
降
に

鍛
副
葬
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
鐵
副
葬
は
被
葬

者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
の
で
、
中
期
後
半
以
降
に
男
性
初
葬

者
の
比
率
が
高
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に

は
変
わ
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
比
率
の
移
り
変
わ
り
を
も
う
少

し
具
体
的
に
見
て
み
る
。
図
三
は
、
五

基
以
上
の
古
墳
の
内
容
が
判
明
し
て
い

る
古
墳
群
に
お
い
て
、
初
葬
墓
に
鍛
が

副
葬
さ
れ
て
い
る
比
率
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
図
四
は
、
す
べ
て
の
墳
墓
に

つ
い
て
時
期
ご
と
に
集
計
し
た
円
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
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中期後葉（n＝28）

図4　中丹波における初葬の鎌副葬率（時期別）

　
こ
れ
を
見
れ
ば
、
前
期
で
は
初
葬
墓
に
鍛
が
副
葬
さ
れ
る
古
墳
は
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
中
期
前
葉
で
も
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
中
期
中

葉
は
資
料
が
少
な
い
せ
い
で
あ
ろ
う
が
す
べ
て
に
鐡
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。

申
期
後
葉
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
期
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
見
れ
ば
、
資
料
の
少
な
い
中
期
中
葉
を
除
く
と
、
前
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
初
葬
墓
に
お
け
る
鍛
副
葬
率
が
順
調
に
比
率
を
上
げ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
前
述
の
通
り
、
鐵
副
葬
は
被
葬
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
の
十
分

条
件
で
し
か
な
い
。
鎌
の
副
葬
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
被
葬
者
が
女
性
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
値
は
男
性
初
葬
者
の
最
低
限

の
数
値
と
言
え
る
。
と
く
に
前
期
の
鍛
副
葬
率
は
低
過
ぎ
る
の
で
、
男
性
初

繭
者
の
割
合
は
も
っ
と
高
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
鍬
副
葬
の
低
率
ぶ
り
は

鍛
の
入
手
あ
る
い
は
副
葬
の
風
習
の
有
無
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
注
目
す
べ
き
は
中
期
後
葉
に
至
っ
て
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
後

期
に
至
っ
て
も
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
こ
と
で
あ
る
（
図
四
）
。
こ

の
数
値
は
畿
内
全
体
に
お
け
る
初
選
人
骨
、
す
な
わ
ち
初
葬
墓
に
遺
存
し
た

人
骨
の
性
別
の
捌
合
に
よ
く
似
て
い
る
。
畿
内
で
は
前
期
と
中
期
と
を
合
わ

せ
た
初
葬
墓
出
土
人
骨
に
お
け
る
男
性
人
骨
の
割
合
は
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
り
、
後
期
で
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
清
家
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）
。

つ
ま
り
、
中
期
後
葉
と
後
期
の
鍛
副
葬
率
は
、
男
性
初
葬
者
の
割
合
を
よ
く
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古墳時代中期後葉・後期の親族構造再論（清家）

反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
鉄
鍍
が
小
規
模
墳
の
階
層
に
ま
で
普
及
し
、
少
な
く
と
も
男
性
初
葬
者
に
は
副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
男
性
初
葬
者
と
初
葬
者
に
お
け
る
鎌
副
葬
率
の
比
率
が
合
致
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
冒
頭
で
示
し
た
通
り
、
田
中
良
之
は
、
五
世
紀
後
半
に
双
系
的
な
基
本
モ
デ
ル
ー
が
父
系
的
な
基
本
モ
デ
ル
∬
に
変
化
す
る
と
言
う
（
田
中

一
九
九
五
）
。
田
中
の
言
う
五
世
紀
後
半
と
は
す
な
わ
ち
本
論
で
言
う
中
期
後
葉
で
あ
る
。
基
本
モ
デ
ル
ー
は
成
人
男
性
と
そ
の
子
の
世
代
が
埋

葬
さ
れ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
田
申
の
言
う
通
り
基
本
モ
デ
ル
■
が
申
期
後
葉
以
降
の
基
本
パ
タ
ー
ン
と
す
る
な
ら
ば
、
初
葬
者
は
男
性
に
限
定

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
丹
波
の
初
葬
墓
鍛
副
葬
率
と
畿
内
全
体
の
初
葬
人
骨
と
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
初
雷
者
が
男
性
に
限

定
さ
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
男
性
野
葬
者
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
父
系
化
は
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ
は
貫
徹
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
筆
者
の
従
前
か
ら
の
主
張
（
清
家
二
〇
〇
二
・
二
〇
一
〇
）
が
肯
ん
じ
ら
れ
よ
う
。

　
も
う
　
つ
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
時
期
に
属
す
る
古
墳
群
で
も
、
初
葬
墓
に
お
け
る
鍼
副
葬
率
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
申
期
後
葉
で
は
豊

富
谷
丘
陵
と
カ
ヤ
が
谷
古
墳
群
で
は
鎌
副
葬
率
が
大
き
く
異
な
る
。
後
期
で
は
稲
葉
山
古
墳
群
・
申
坂
古
墳
群
と
前
田
古
墳
群
に
お
け
る
雷
撃

墓
の
鍛
副
葬
率
は
高
い
が
粟
ヶ
丘
古
墳
群
で
は
低
い
。
後
期
に
お
け
る
鎌
副
葬
率
が
男
性
初
葬
者
の
比
率
を
よ
く
反
映
す
る
と
す
れ
ば
、
上
記

の
鐡
副
葬
率
の
違
い
は
家
長
の
男
性
比
率
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
と
く
に
栗
ヶ
丘
古
墳
署
内
に
顕
著
な
首
長
墳
が
存
在

し
な
い
｝
方
、
稲
葉
山
古
墳
群
は
前
方
後
円
墳
を
含
む
こ
と
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
、
中
期
後
葉
以
降
に
父
系
的
軍
事
編
成
が

下
位
層
に
ま
で
及
び
、
そ
の
た
め
特
定
の
集
団
あ
る
い
は
特
定
の
地
域
に
お
い
て
父
系
化
が
進
行
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
清
家
二
〇
一
〇
）
。

首
長
墳
の
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
古
墳
群
は
畿
内
政
権
、
あ
る
い
は
地
域
首
長
を
通
し
て
父
系
的
軍
事
編
成
が
及
ん
だ
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

三
　
既
往
の
古
人
骨
分
析
の
再
評
価

中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
父
系
化
が
貫
徹
し
て
お
ら
ず
、
父
系
化
が
進
ん
だ
程
度
で
あ
っ
た
と
の
見
解
は
上
記
の
こ
と
で
補
強
さ
れ
た
か
と
思

91 （91）



圏16

7e
ム園89

　　　　

圏ジ

e2
3面ム4
A5

露6

罪

e

　o　　o｛こ》’

　nbl’70

　　　　os　ts． g
e14

11　12

ee
A13

釧5

〆
0

戯

、
4

P

Ve：」

ゆり

℃ノ

lee 曾…川本モデルI　A…基本モデルH團…基本モデル皿
（白ヌキは可能｛生のあるもの）

1．立切地下式横穴墓　2．浦谷C－4号墳　3．長湯横穴墓　4，上ノ原

横穴墓群　5，岩塚古墳　6．朝田墳墓群　7．岩屋5号’墳　8．商広

1－3横穴墓　9．上分中山1号横穴墓10，法貴B1号墳　ll．大正池南

古墳群12．茶山古墳　13．櫟山古墳　14．地ノ島遺跡　15，磯間岩

陰遺跡　16，花岡山古墳群
1　（田中Cまカ、2012）、　2・4・6・8・9・16　（田中1995）、　3　（EiJI］eまカ）

2004）、5（田中1991）、7（田中2001）、10～14（清家2010）、15（舟

橋2014）

　　　　　　　　　　　　　　　O　200km
　　　　　　　　　　　　　　　　di

図5　西日本における中期後葉～後期の人分析事例

う
が
、
田
中
良
之
は
、
筆
者
ら
が
中
期
後
葉

以
降
に
見
つ
け
た
女
性
初
葬
例
な
ど
の
双
系

的
な
要
素
は
「
古
い
家
族
形
態
」
が
残
存
し

た
も
の
だ
と
い
う
評
価
を
行
っ
て
い
る
（
田

中
二
〇
〇
八
・
二
〇
＝
一
）
。
畿
内
で
も
女
性

初
葬
人
骨
が
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
、
中

丹
波
で
見
た
よ
う
に
副
葬
品
か
ら
の
分
析
か

ら
も
双
系
的
な
埋
葬
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
「
残
存
」
と
い
う
評
価
は
低
過
ぎ

る
の
は
明
ら
か
だ
。

　
本
章
で
は
田
中
が
分
析
し
た
事
例
と
筆
者

が
分
析
し
た
人
骨
例
を
合
わ
せ
て
、
田
中
の

評
価
が
正
し
い
か
ど
う
か
検
討
を
し
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
田
中
の
分
析
事
例
は
九
州

か
ら
中
国
地
方
に
集
中
し
、
筆
者
の
分
析
は

近
畿
か
ら
中
国
地
方
の
事
例
で
あ
る
の
で
、

二
人
の
研
究
結
果
は
地
域
差
に
起
因
す
る
可

能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
図
五
は
、
西
日
本
に
お
け
る
中
期
後
葉
か
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ら
後
期
の
人
骨
分
析
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
の
分
析
と
筆
者
の
分
析
に
加
え
、
石
川
健
ほ
か
（
二
〇
〇
四
）
や
舟
橋
京
子
（
二
〇
一

四
）
ら
の
分
析
も
こ
の
図
に
加
え
て
あ
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
中
期
後
葉
以
降
で
あ
っ
て
も
基
本
モ
デ
ル
ー
あ
る
い
は
基
本
モ
デ
ル
皿
は
少
な
い
。
虚
心
坦
懐
に
分
布
図
を
見
る
と
基
本
モ

デ
ル
ー
が
畿
内
を
中
心
に
分
布
し
、
基
本
モ
デ
ル
∬
と
皿
は
畿
外
に
点
的
に
存
在
す
る
。
基
本
モ
デ
ル
ー
は
畿
内
以
外
に
九
州
・
中
国
・
紀
伊

に
あ
る
の
で
、
西
日
本
で
広
範
に
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
基
本
モ
デ
ル
■
と
簸
は
例
外
的
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
状
況
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
関
ロ
裕
子
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
モ
デ
ル
ー
と
皿
は
証
明
が
難
し
い
モ
デ
ル
で
あ
る
（
関
口
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇

一）

B
基
本
モ
デ
ル
豆
は
、
田
中
が
、
そ
の
論
著
の
最
初
に
ペ
ー
ジ
数
を
大
き
く
割
い
て
上
ノ
原
横
穴
墓
群
の
分
析
を
主
と
し
て
導
き
出
し
た

モ
デ
ル
で
あ
る
。
基
本
モ
デ
ル
ー
は
父
系
的
モ
デ
ル
で
あ
る
の
で
、
複
数
の
墳
墓
で
継
続
的
に
存
在
あ
る
い
は
数
多
く
の
例
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
と
い
う
の
も
基
本
モ
デ
ル
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
は
、
親
と
子
の
合
葬
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
モ
デ
ル
ー
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ

を
中
心
に
血
縁
者
が
一
つ
の
墳
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
キ
ョ
ウ
ダ
イ
と
そ
の
子
供
と
い
う
分
析
例
も
多
い
。
そ
う
し
た
事
例
で
、

キ
ョ
ウ
ダ
イ
が
一
人
の
場
合
は
親
と
子
の
埋
葬
に
な
り
、
実
際
そ
う
し
た
分
析
例
も
多
い
。
親
子
ペ
ア
に
は
父
親
と
子
供
の
ペ
ア
と
母
親
と
子

供
の
ペ
ア
が
存
在
し
得
る
。
父
親
と
子
供
ペ
ア
は
基
本
モ
デ
ル
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
り
得
る
わ
け
だ
。

　
基
本
モ
デ
ル
ー
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
父
親
と
子
供
の
埋
葬
が
、
上
ノ
原
横
穴
晶
群
の
よ
う
に
古
墳
群
・
墳
墓
群
で
継
続
的
に
認
め
ら

れ
る
か
、
あ
る
い
は
同
じ
地
域
で
そ
う
し
た
ペ
ア
が
多
く
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
田
中
が
基
本
モ
デ
ル
∬
と
し
て
例
示
す
る
島

根
県
上
分
中
山
一
号
横
穴
墓
例
と
大
分
県
岩
塚
古
墳
例
は
父
親
と
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
の
例
で
あ
る
が
、
中
期
後
半
以
降
の
山
陰
で
こ
う
し

た
ペ
ア
は
一
例
し
か
な
い
。
こ
う
し
た
埋
葬
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
連
続
し
て
い
る
か
は
保
障
の
限
り
で
な
い
。
こ
の
後
の
埋
葬
で
、
女
性
初

葬
の
モ
デ
ル
や
キ
ョ
ウ
ダ
イ
原
理
の
埋
葬
が
続
け
ば
、
基
本
モ
デ
ル
∬
と
い
う
父
系
継
承
の
モ
デ
ル
に
当
て
は
ま
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
例

は
基
本
モ
デ
ル
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
父
親
と
子
供
の
埋
葬
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
三
品
に
お
け
る
男
性
比
率
が
重
要
だ
と
も
言
え
る
。
初
葬
埋
葬
が
男
性
に
限
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
父
系
的
モ
デ
ル
で
あ
る
基
本
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モ
デ
ル
ー
は
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
お
い
て
基
本
モ
デ
ル
ー
の
埋
葬
が
知
ら
れ
て
お
り
、
女
性
初
事
者
が

＝
疋
程
度
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
当
該
期
は
父
系
的
要
素
は
強
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
双
系
的
要
素
が
依
然
強
く
存
在
す
る
と
見
る
べ
き

な
の
だ
。
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四
　
成
人
と
未
成
人
の
同
棺
複
数
埋
葬
　
　
予
察

（㎜

j
成
人
女
性
と
未
成
人
の
同
棺
複
数
埋
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
古
墳
時
代
中
期
後
葉
に
父
系
化
は
進
行
す
る
が
貫
徹
し
な
い
と
い
う
状
況
は
同
棺
複
数
埋
葬
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
情
報
が
あ
る
。
と
く
に
成

人
と
未
成
人
の
岡
多
複
数
埋
葬
に
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
情
報
が
あ
る
。
ま
だ
、
予
察
の
段
階
で
あ
る
が
現
状
で
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
同
棺
複
数
埋
葬
と
は
、
同
じ
棺
に
複
数
の
被
葬
者
を
納
め
る
埋
葬
で
あ
る
。
二
体
埋
葬
が
多
い
が
三
～
五
体
の
埋
葬
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
こ
の
埋
葬
に
つ
い
て
は
小
林
行
雄
（
小
林
一
九
五
二
二
九
五
九
）
・
間
壁
葭
子
（
間
壁
一
九
九
二
）
・
辻
村
純
代
（
辻
村
一
九
八
三
二
九
八

八
）
や
筆
者
（
清
家
二
〇
〇
一
）
等
の
研
究
が
あ
る
。
と
く
に
被
葬
者
の
性
別
と
年
齢
の
組
み
合
わ
せ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
辻
村
が
資
料
を
集

め
そ
の
傾
向
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
こ
こ
で
と
く
に
成
人
と
未
成
人
の
同
棺
複
数
埋
葬
に
つ
い
て
着
目
し
た
い
。
辻
村
に
よ
れ
ば
、
成
人
と
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人
女
性
と
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
辻
村
一
九
八
三
二
九
八
八
・
一
九
九
三
）
。
ま
た
、
辻
村
は
成
人
女

性
と
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
ば
母
子
の
可
能
性
が
強
い
と
し
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
ば
縄
文
時
代
以
来
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
す
る
（
辻
村
一
九

八
三
）
。
辻
村
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
る
と
、
古
墳
時
代
に
お
い
て
母
子
の
紐
帯
は
強
い
も
の
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
古
墳
時
代
中
期
後

葉
以
降
に
そ
の
傾
向
に
変
化
が
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。



古墳時代中期後葉・後期の親族構造再論（清家）

　
　
　
ぎ

。
艦

三
熱

古墳時代の埋葬

火葬

図6　磯間岩陰遺跡遺構配置図

（
二
）
成
人
男
性
と
未
成
人
の
同
棺
複
数
埋
葬

　
こ
こ
で
和
歌
山
県
磯
間
岩
陰
遺
跡
の
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
旧
聞
岩
陰
遺
跡
は
和
歌

山
県
田
辺
市
に
所
在
す
る
岩
陰
墓
で
あ
る
。
一
九
七
光
年
に
調
査
が
行
わ
れ
古
墳
時
代

中
期
中
葉
か
ら
後
期
に
わ
た
る
埋
葬
が
発
見
さ
れ
た
。
海
砂
で
覆
わ
れ
た
環
境
が
幸
い

し
た
の
か
、
人
骨
と
副
葬
品
の
遺
存
状
況
が
き
わ
め
て
よ
く
、
畿
内
外
縁
部
の
遺
跡
と

は
い
え
被
葬
者
の
構
成
が
よ
く
分
か
る
事
例
で
あ
る
。
岩
陰
は
前
面
集
約
二
三
m
・
奥

行
き
約
五
m
で
あ
る
（
堅
田
一
九
七
〇
、
岩
井
・
田
中
編
二
〇
〇
八
）
。
岩
陰
の
中
央
に
一

号
～
三
号
棺
が
設
け
ら
れ
、
岩
陰
の
壁
ぎ
わ
に
四
号
棺
か
ら
八
号
棺
が
置
か
れ
る
（
四

六
）
。
こ
の
う
ち
副
葬
品
を
持
つ
埋
葬
は
中
央
の
一
号
～
三
号
棺
で
あ
り
、
埋
葬
場
所

と
副
葬
品
の
あ
り
方
か
ら
一
号
～
三
号
棺
は
こ
の
集
団
の
中
で
上
位
に
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
成
人
と
未
成
人
の
合
葬
は
一
号
棺
と
二
号
棺
に
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
一
号
棺
で

あ
る
。
一
号
棺
は
須
恵
器
か
ら
T
K
二
〇
八
型
式
期
に
位
置
付
け
ら
れ
、
中
期
中
葉
に

遡
る
可
能
性
を
持
つ
。
安
部
み
き
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
一
号
棺
に
は
成
人
男
性

と
三
歳
前
後
の
幼
児
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
成
人
男
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
概
言
掲
載
の
図
版
を
確
認
す
る
と
、
成
人
男
性
に
鹿
角
製

刀
装
具
付
の
鉄
剣
が
伴
う
だ
け
で
な
く
、
幼
児
の
側
に
も
短
い
鹿
角
装
刀
装
具
付
鉄
剣

が
供
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
二
号
棺
に
は
二
体
の
女
性
人
骨
と
六
歳
前
後
の
幼
児
と
二
人
の
性
不
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明
成
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
二
体
の
性
不
明
成
人
が
あ
る
の
で
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
成
人
女
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
が

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
成
人
男
性
＋
未
成
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
同
棺
複
数
埋
葬
は
、
磯
問
岩
陰
遺
跡
以
外
で
も
少
な
い
も
の
の
散
見
さ
れ
、
中
期
後
葉
以
降
増

加
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
不
分
明
な
点
も
あ
る
が
奈
良
県
於
古
墳
が
そ
れ
に
相
当
し
よ
う
。
奈
良
県
於
古
墳
は
奈
良
県
広
陵
町
に
所
在
す
る

直
径
～
九
m
の
円
墳
で
あ
る
。
須
恵
器
か
ら
六
世
紀
前
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
墳
頂
に
二
基
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
央
棺
か

ら
三
体
分
の
人
骨
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
壮
年
期
三
〇
歳
前
後
の
成
人
（
仮
に
A
人
骨
と
呼
ぶ
）
、
一
〇
歳
以
下
の
未
成
人
（
同
B
人

骨
）
、
一
〇
歳
前
後
の
未
成
人
（
同
C
人
骨
）
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
A
人
骨
の
そ
ば
か
ら
は
鉄
鍛
が
、
B
人
骨
の
頭
部
周
辺
か
ら
は
鉄

鎌
と
刀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
鉄
鍛
の
副
葬
は
男
性
に
限
ら
れ
る
の
で
、
A
人
骨
と
B
人
骨
は
男
性
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
成
人
男
性
と
二
人
の
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
の
同
君
複
数
埋
葬
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
奈
良
県
寺
山
古
墳
も
成

人
男
性
と
未
成
年
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
T
K
四
三
型
式
期
と
さ
れ
六
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
石
棺
か
ら
三
体
の
人
骨
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。
一
体
は
性
別
不
明
の
壮
年
～
熟
年
と
し
、
残
る
二
体
は
六
歳
前
後
、
＝
～
歳
前
後
と
考
え
ら
れ
た
（
清
家
二
〇
〇
二
）
。
成

人
の
人
骨
は
下
顎
が
遺
存
し
て
い
た
。
前
稿
（
清
家
二
〇
〇
二
）
で
は
下
顎
だ
け
か
ら
性
別
判
定
を
す
る
の
を
避
け
て
い
た
が
、
不
確
か
な
部

分
も
あ
る
が
下
顎
は
大
型
で
男
性
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
成
人
男
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
ば
、
田
中
良
之
の
言
う
基
本
モ
デ
ル
∬
に
近
い
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
を
示
す
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
ば
父
子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
第
三
章
で
示
し
た
通
り
、
基
本
モ
デ
ル
H
は
、
父
系
的
な
埋
葬
が
継
続
あ
る
い
は
多
数

存
在
し
て
初
め
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
父
子
の
同
歯
複
数
埋
葬
が
数
例
存
在
し
た
か
ら
と
雪
っ
て
基
本
モ
デ

ル
ー
が
存
在
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
古
墳
時
代
中
期
後
葉
以
降
も
、
成
人
女
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
の
同
棺
複
数
埋
葬
も
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
奈
良
県
大
正
池
南
二
号
挙
例
（
清
家
二
〇
〇
二
）
や
京
都
府
法
貴
B
一
号
墳
等
（
池
田
一
九
九
四
・
清
家
二
〇
〇
二
）
の
例
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
成
人
男
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
の
同
棺
複
数
埋
葬
が
存
在
し
た
と
し
て
も
基
本
モ
デ
ル
H
が
主
流
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
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だ
か
ら
と
い
っ
て
、
露
命
男
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
が
登
場
し
た
こ
と
が
無
意
味
な
の
で
は
な
い
。
母
子
の
紐
帯
が
強
い
親
子
関
係
で

は
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
埋
葬
で
あ
る
か
ら
だ
。
と
く
に
磯
問
岩
陰
遺
跡
一
号
棺
は
、
申
期
中
葉
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
わ
ず
か

三
歳
前
後
の
幼
児
に
成
人
男
性
と
同
じ
鹿
角
装
刀
装
具
付
鉄
剣
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
磯
問
岩
陰
｝
号
棺
が
同
遺
跡
の
中
で
最
も
優
位
に
あ
る

埋
葬
で
あ
り
、
そ
の
中
に
特
別
な
副
葬
品
を
持
つ
幼
児
が
成
人
男
性
と
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
未
成
人
の
中
で
も
か
な
り
選
別

さ
れ
た
特
別
の
存
在
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
成
人
男
性
の
跡
継
ぎ
と
し
て
期
待
さ
れ
た
子
供
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
於
古
墳

の
一
〇
歳
前
後
の
B
人
骨
も
同
様
で
鉄
鍛
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
成
人
男
性
と
合
葬
さ
れ
て
い
る
未
成
人
が
跡
継
ぎ
と
し
て
期
待
さ
れ
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
武
器
副
葬
が
男
性
に
多
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
こ
れ
ら
の
未
成
人
が
男
子
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
父
系
化
の
動

き
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
田
中
良
之
が
父
子
関
係
の
強
い
基
本
モ
デ
ル
豆
を
見
い
だ
し
て
中
期
後
葉
に
父
系
化
を
唱
え
た
（
田
中
一

九
九
五
）
こ
と
は
正
し
い
と
言
え
る
。
た
だ
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
成
人
女
性
＋
未
成
人
の
同
棺
複
数
埋
葬
は
継
続
す
る
の
で
あ
り
、
父
系
化

の
動
き
が
あ
る
一
方
、
そ
れ
は
貫
徹
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
岡
棺
複
数
埋
葬
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
棺
複
葬
埋
葬
で
は
な
い
が
、
横
穴
墓
に
お
け
る
埋
葬
に
お
い
て
成
人
男
性
と
未
成
人
の
合
葬
は
多
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
（
高
橋
一

九
八
八
、
辻
村
一
九
九
三
）
、
父
子
の
紐
帯
が
こ
の
時
期
以
降
に
強
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

①
本
稿
で
は
「
合
葬
」
と
［
岡
棺
複
数
埋
葬
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
エ

　
つ
は
意
味
す
る
内
容
が
異
な
る
。
合
葬
は
、
一
つ
の
墳
丘
に
複
数
入
の
被
葬
者
が

　
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
埋
葬
を
示
す
。
同
棺
複
数
埋
葬
は
合
葬
の
～
部
で
、
～
つ
の

　
棺
に
複
数
の
被
葬
者
が
埋
葬
さ
れ
る
事
例
を
指
す
。
同
棺
複
数
埋
葬
以
外
の
合
葬

　
に
は
、
一
つ
の
墳
丘
に
二
つ
以
上
の
石
室
や
棺
が
設
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
と
そ
の
複

　
合
や
、
石
室
が
一
つ
で
も
そ
の
中
に
棺
が
複
数
羅
か
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
棺
を

　
用
い
ず
複
数
の
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
る
も
の
な
ど
、
多
様
な
形
態
を
含
む
。

②
三
体
以
上
で
あ
れ
ば
、
成
人
女
性
＋
未
成
人
の
組
み
合
わ
せ
に
成
人
男
性
が
加

　
わ
る
ケ
…
ス
が
あ
る
が
、
成
人
一
体
と
未
成
人
一
体
の
同
棺
複
数
埋
葬
で
は
成
人

　
は
女
性
が
多
い
。
た
だ
し
、
辻
村
の
雷
う
よ
う
に
古
墳
時
代
前
・
中
期
に
成
人
男

　
性
と
未
成
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
同
棺
複
数
埋
葬
が
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う

　
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
た
と
え
ば
田
中
良
之
は
小
聖
古
墳
の
例
を
挙
げ
て
い
る

　
（
田
中
一
九
九
五
）
。

③
古
墳
時
代
前
期
に
は
、
鉄
鐵
の
副
葬
に
加
え
、
棺
内
の
刀
剣
副
葬
は
男
性
に
隈

　
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
・
後
期
以
降
、
女
性
被
葬
者
の
棺
内
に
も
刀
剣
が
副

　
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
前
期
古
墳
で
は
、
群
邪
の
性
格
を
持
つ
刀
剣
が
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被
葬
者
の
性
別
を
問
わ
ず
糖
外
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
中
期
以
降
轄
内
に

翻
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
清
家
一
九
九
八
）
。
そ
う
な
る
と
中
・

後
期
の
埋
葬
に
お
い
て
、
棺
内
に
刀
剣
が
副
葬
さ
れ
る
こ
と
は
男
性
に
限
っ
た
こ

と
で
な
く
な
り
、
男
女
と
も
に
棺
内
刀
剣
副
葬
は
存
在
し
得
る
（
清
家
｝
九
九

入
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
磯
問
岩
陰
遺
跡
一
号
棺
の
鹿
角
装
刀
装
具
付
鉄
剣
は
特

別
な
こ
し
ら
え
を
持
つ
武
器
で
あ
り
、
辟
邪
用
の
武
器
と
は
思
え
な
い
の
で
、
一

号
棺
未
成
人
の
性
別
は
男
子
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
し
か
し
、

あ
く
ま
で
そ
れ
は
可
能
性
に
と
ど
ま
る
。
鹿
角
装
刀
装
具
付
武
器
の
性
別
帰
属
を

今
後
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
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五
　
ま

と

め

　
古
墳
時
代
中
期
後
葉
以
降
に
お
け
る
父
系
化
の
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
資
料
と
視
点
か
ら
改
め
て
論
じ
て
み
た
。
こ
れ
ま

で
の
筆
者
の
主
張
の
通
り
、
こ
の
時
期
に
父
系
化
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
貫
徹
し
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。

　
た
だ
、
論
じ
残
し
た
こ
と
は
多
く
、
基
本
モ
デ
ル
皿
、
す
な
わ
ち
夫
婦
原
理
の
埋
葬
に
つ
い
て
、
筆
者
は
六
世
紀
に
朝
鮮
半
島
の
影
響
か
ら

導
入
は
さ
れ
る
も
の
の
定
着
し
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
（
安
村
二
〇
〇
八
）
。
ま
た
、
今
津
勝
紀
が
統
計
学
的

に
示
し
た
よ
う
に
、
古
代
「
家
族
」
が
多
産
多
死
の
集
散
離
合
の
形
態
を
な
し
て
お
り
、
日
本
古
代
で
言
う
双
難
戦
と
は
単
信
出
自
が
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
（
今
津
二
〇
一
五
）
、
今
後
考
古
学
・
人
類
学
の
側
か
ら
も
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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A　Study　of　the　Change　in　Kinship　Relations　from　the　Middle－Kofun

　　　　　　　　　　　　　　Period　to　Late－Kofun　Period　in　Japan

By

SEIKE　Akira

　　Ancient　JapaR　was　firmly　rooted　in　an　ambilineal　foundation．　Under　these

circumstances，　the　structure　of　the　family　is　said　to　become　patrilinea｝

during　the　period　exteRding　from　the　middle　to　latter　stage　of　the　Kofun

period，　but　interpretations　of　researchers　vary　regardiRg　this　change．　ln　this

articie，　1　provide　an　interpretation　that　patrilinealization　gradually　occurred

in　stages　from　leader　class　oR　down　from　the　Middle　Kofun　period　oRward，

and　did　not　penetrate　throughout　society　based　on　an　examination　of　the

gender　of　those　buried　in　the　kofun．

　　The　majority　of　archaeologists　have　heretofore　recognized　the　existence　of

a　patrilineal　society　from　the　latter　stage　of　the　Midd｝e　Kofun　period，　but　the

majority　who　study　written　sources　from　the　same　period　uRderstand　it　as　a

ambiliReal　society．　Although　they　deal　with　the　same　period，　their　opinions

are　diametrically　opposed　to　oRe　another．

　　In　this　’article　1　deal　with　the　mid－Tanba　region　and　concretely　examine

the　process　of　patrilinealization　there．　1　assembled　all　the　sources　on　hofun

from　archaeological　surveys　of　burial　facilities　in　the　mid－Tanba　region　and

then　judged　from　the　funerary　goods　whether　the　person　first　buried　there

had　been　male　or　female．　The　initial　person　interred　in　the　chiefs　kofun　was

recognized　as　a　chieftain　and　in　the　case　of　a　family　grave，　the　person　was

assRmed　to　be　the　head　of　the　family．　1　elucidated　the　percentages　for　each

gender　for　different　eras．

　　As　a　result，　1　indicated　that　in　the　Middle　Kofun　period　men　invariably

monopollzed　the　role　of　chieftain　and　that　female　chieftains，　who　had　been

seen　in　the　early　period，　no　longer　existed，　and　that　in　family　graves　the

percentage　of　male　heads　of　families　increased　in　the　years　spanning　the

latter　stage　of　the　Middle　Kofun　to　the　Late　Kofun　period，　but　that　female

heads　of　famllies　coRtinued　to　exist　to　a　certain　extent．　On　the　basis　of　these

facts，　1　hypothesized　the　class　of　chieftains　began　to　become　patrilineal　from
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the　start　of　the　Middle　Kofun　period，　and　the　patri｝inea｝ization　of　geReral

population　spread　during　the　last　stage　of　the　Middle　KofuR　period．

However，　because　a　fixed　percentage　of　female　heads　of　families　continued

to　exist，　patrilinealization　did　not　permeate　the　entire　society　and　it　can　be

surmised　that　ambilineal　elements　were　maintained．　Moreover，　it　is　possible

that　the　trend　toward　patrilinealizatioR　varied　according　to　the　group．　IR

groups　of　tumuli　that　including　those　of　chieftains　and　in　groups　of　tumuli

close　to　those　of　chieftains　the　percentage　of　men　was　high．　This　suggests

that　the　treRd　to　patrilinealization　in　the　general　populace　was　possibility

due　to　the　spreading　influence　of　the　chieftain　class　and　ruling　powers　in　the

capital　regioR　that　stood　behind　them．

　　Furthermore，　1　reexamined　previous　studies　of　the　patrilineaiization　in　the

later　stage　of　the　Middle　Kofun　period．　1　pointed　out　that　there　has　been

problems　in　the　interpretation　of　the　aRalysis　of　the　results　of　these　stttdies

and　reiterate　the　correctness　of　my　own　view．

　　Next，　in　order　to　examine　the　above　problems　from　a　different　perspective，

1　analyzed　cases　in　which　adults　and　minors　were　buried　iR　the　same　coffin．

Prior　to　the　latter　stage　of　the　Middle　Kofun　period，　burial　of　adults　and

minors　in　the　same　coffin　was　limited　to　mothers　and　their　children．　This

indicates　that　the　bonds　between　mothers　and　their　children　were　strong　in

Kofun－period　society　However，　it　has　become　clear　that　from　the　latter　stage

of　the　Middle　Kofun　period，　the　tendency　for　pairs　of　adult　males　and　minors

to　be　buried　together　was　increasing．　New　forms　of　burial　that　are　difficult

to　compreheRd　from　the　standpoint　of　the　strong　bond　between　rnother　and

child　also　appeared．　ln　particu｝ar，　there　are　cases　in　which　funerary　goods

were　provided　for　what　appear　to　have　been　male　chiidren．　ln　general，

burials　for　miRors　themselves　were　rare　in　the　Kofun　period，　and　cases　of

minors　buried　with　funerary　goods　were　even　more　limited．　Joint　burials

with　the　male　head　of　a　family　in　addition　to　the　provision　of　funerary　goods

for　a　male　child　indicate　a　high　probability　of　special　selection．　Judging　from

this，　1　indicate　my　understanding　that　the　minor　buried　with　the　adult　male

was　lilgely　to　have　been　anticipated　to　inherit　leadership　of　the　family　from

the　male　head　of　the　family，　and　1　believe　that　this　combined　joint　burial

indicates　the　treRd　toward　patrilinealism．　Nevertheless，　because　the

combination　of　adult　women　and　minors　also　continued　to　exist，　1　offer　the

opinion　that　patrilinealization　did　not　penetrate　society　completely．
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